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令和８年５月２９日 ５月号 第６３号 ４月９日、福知山高校本校で、令
和７年度の入学式が行われ、
三和分校に、農業科・家政科合計
１７名が入学しました。全日制、
附属中との合同入学式まぼろし
ののち、引き続いて、三和分校独
自の入 学式
を行い、入学生たちは緊張した表
情で先生方の話を聞きま
した。また、会場の体育館入口に
は、農業科が制作した『祝い
花』 』が飾ら
れ、今年も写真スポットとして、撮
影を待つ入学生や保護
者の列ができていました。

みわ分校だより

４月11
日、1年生が入学後初めて三和分校に
登校し、対面

式では、生
徒会の歓迎行事や部活動紹介があり
ました。また、

１年生から、
お礼の言葉もあり、これからの学校生
活に大きな
な期待を膨らませている様子がわか
りました。

いよいよ
三和分校での学校生活が本格的にス
タートしま

した。毎日
少しずつオリエンテーションが行われ、
新入生は１

日も早く学
校生活に慣れようと頑張っています。

４月２３日～２５日に実施した春苗販売・加工品販売は、今年も多くの地域から、お越
しいただきました。地元三和町の方をはじめ、報道で知り、遠方からお越しいただいて
いる方もありました。
農業科の苗販売と家政科の加工品販売は、この地域の春の一大行事となっています。
生徒はこの日のために、苗や加工品を時間をかけて準備し、心を込めて育て、作りまし
た。来校いただいた地域の皆様はもちろん、生徒にとっても思い出に残る充実した一
日となりました。

○小型車両系建設機械特別教育
○フォークリフト特別教育
○日本語ワープロ検定3級
○文書デザイン検定3級
○ボイラー取扱技能講習

～家政科の授業について～（福知山市立三和中学校出身 家政科 内藤樹里さん）

家政科では、1年生の間に家庭科の3つの専門科目を学びます。『ファッション造形基礎』で
は、手縫いやミシンを使って衣服を製作します。『フードデザイン』では、正しい手洗いの方法
を学んだり、食物検定３級の合格を目指して実習に取り組んだりします。『生活産業基礎』では、
「衣・食・住」や「ヒューマンサービス」について幅広く学びます。どの教科も専門的で、学ぶほど
に関心が深まっていきます。私は、家政科で頑張っていることが3つあります。1つ目は、提出
物を期限までにしっかり出すことです。2つ目は、繰り返しチャレンジを重ねて、確実に技術を
つけていくことです。3つ目は、何事にも前向きな気持ちで意欲的に授業に取り組むことです。
この3つのことを大切にしながら、4年間の学びを充実させ、自分の力をしっかり伸ばしてい
きたいと考えています。

～農業科の授業について～ （綾部市立何北中学校出身 農業科 米原昂希さん）

農業科では、講義と実習の両方を通して学びを深めています。講義では、土や植物の特徴に
ついて基礎からしっかり学んでおり、種をまいて苗を育てるという一見簡単そうな作業にも、
苗それぞれに合った育て方があることを知り、奥深さを感じています。実習では、ビニールハ
ウスでタマネギやスナップエンドウなどの収穫を行っています。収穫後は、販売に向けてグラ
ム数をそろえたり、形を整えたりして、袋詰めまでを丁寧に行います。自分たちが育て、収穫し
た野菜が、それぞれの家庭で調理され、食卓に並ぶという大切な役割を担っていることに、大
きな責任を感じると同時に、大きなやりがいも感じています。農業科で学んだことを通じて、
地域に貢献できていることをとても嬉しく思います。これからも知識と技術をしっかりと身に
つけ、多くの人に喜んでもらえるよう、精一杯頑張っていきたいです。

。

三和分校で
取得可能な資格・検定

○フォークリフト特別教育 ○危険物取扱者
○ボイラー取扱技能講習 ○小型車両系建設機械特別教育

○食物調理技術検定 ○保育技術検定
○被服製作技術検定

○日本漢字能力検定
○情報処理検定
○日本語ワープロ検定
○文書デザイン検定
○プレゼンテーション検定

『保育（造形表現技術）３級』、『被服製作３級』 、『食物調理2級』、にチャレンジしています！

三和ふれあいカフェ出店

こども園実習

『ファッション造形基礎』授業

農業鑑定競技会

小型車両系建設機械特別教育

『課 題研究 』 授業

手話講座

販売マナー講習会

こども園実習講習

実技試験では、時間配分に気をつけな
がら、丁寧で見た目もきれいな料理を作
れるようにしたいです。（食物調理検定）

『探究エキスポ』・・・12月20日に京都国際会館にて開催する 『京都府公立高校探究活動』の成果発表会

令和５年度から毎年挑戦している
「マーマレードコンテスト」について
の発表をします。私たちの取組を多
くの人に伝えたいです。

折り紙の練習をしています。
「何も見ずに折る力」と、「折り図
を見て折る力」を問われます。合
格に向けて頑張りたいです。
（保育検定）

農業科｜地域とともに育む学び

農業科・家政科 ４年生課題研究発表

【苗販売実習】【こども園実習】

４月９日、福知山高校本校で、令和８年度の入学式が行われ、三和分校に、農業科・家政科合計２０

名が入学しました。入学生たちは緊張した表情で先生方の話を聞いていました。また、会場の体育

館入口には、農業科が制作した『祝い花』が飾られ、今年も写真スポットとして、撮影を待つ入学生

や保護者の列ができていました。

探究活動『トライ』研究発表

４年生 課題研究
農業科
『竹を使った野菜栽培』
『糖度を上げるにはどうす

ればいいか』

家政科
『もったいないで備える』

トライ発表（主なもの）
ステージ発表
『恋とは何なのか』
『人生ゲームを作ろう』
『三和町に楽しい届ける
『わ・わ・わ体操』』
『日本のアニメと経済効果』

展示発表
『戦後の若者文化』
『三和分校の自然』

◆令和８年度入学生より◆

４月1０日、1年生と上級生との対面式では、生徒会の歓迎行事や部活動紹介がありました。また、
１年生から、お礼の言葉もあり、これからの学校生活に大きな期待を膨らませている様子がわかり
ました。いよいよ三和分校での学校生活が本格的にスタートしました。

～生徒同士の仲が良い～ （福知山市立成和中学校出身 農業科 ）

私が入学して感じた三和分校の良いところは、緑豊かな環境です。
また、先輩・後輩関係なく生徒同士の仲が良く、先生方が優しく丁寧に
教えてくださるところです。私が今、頑張っていることの一つは、「分か
らないことを、そのままにしないこと」です。
高校では勉強や農業の内容が難しくなりますが、先生や友達に質問

し、その場で解決することを大切にしています。これからの４年間、三
和分校で多くのことを学び、将来は農業や自然に関わる仕事に就きた
いと考えています。その勉強を頑張り、仲間を大切にしながら、楽しい
学校生活を送りたいです。

～三和分校の魅力とは～ （福知山市立三和中学校出身 家政科 ）

三和分校のいいところは、1～4年生の交流が多いことや、少人数で
授業を受けられること、地域との交流が盛んなところです。私が頑張っ
ていることは、食物検定3級に向けた練習や、基礎縫い（同じ幅で、まっ
すぐ縫えるようにすること）です。また、提出物を期限までに出すことや、
先生の話をしっかり聞き、最後まで諦めずに取り組むことも意識してい
ます。
将来の夢はまだ決まっていませんが、授業で興味を持ったことや、三
和分校で学んだ知識や技術を生かせることをしたいと思っています。そ
のために、4年間しっかり通い、楽しむことは楽しみながら、精一杯頑張
っていきたいです。

～安心して学べる環境～ （京丹波町立瑞穂中学校出身 農業科 ）

僕は、この高校を選んで良かったと思っています。失敗しても焦らず、
ゆっくり着実に学べる環境は、自分にとって安心して学校生活を送れる
場所です。学校生活を楽しみながら、毎日さまざまなことを学んでいま
す。
農業科では、講義と実習の両方を通して学びを深めています。講義で

は、農業と自然環境の関わりや大切さについて学び、実習では、ピーマン
やパプリカの植え替え、スナップエンドウの収穫などを行っています。 将
来はまだ決まっていませんが、農業科で学んだことを生かし、独学で農業
をしている父の力になれるよう、これからも頑張っていきたいです。

～学校生活を楽しみたい！～（福知山市立成和中学校出身 農業科 片岡実鈴さん）

私が入学して感じた三和分校のよいところは、緑豊かな環境であることです。そして、先輩・
後輩関係なく生徒みんなの仲が良いところや、先生方が優しく、勉強面や学校生活について丁
寧に教えてくださるところです。 私が今、学校で頑張っていることの一つに、「分からないこと
は、どんな小さなことでも質問すること」があります。高校では勉強が難しくなり、農業につい
てもまだまだ知らないことが多いですが、先生や友達に分かるまで質問し、その場で解決する
ことが大切だと感じています。 これからの４年間、私は三和分校でたくさんのことを学び、卒
業後は農業や自然に関わる仕事に就きたいと考えています。そのために、毎日しっかり勉強し、
仲間を大切にしながら、一緒に楽しい学校生活を送りたいと思います。

～三和分校の魅力とは～ （福知山市立三和中学校出身 家政科 髙橋優菜さん）

三和分校のいいところは、1～4年生の交流がたくさんあることや、少人数で授業を受けられ
ること、地域との交流が多いところだと思います。私が三和分校で頑張っていることは、食物
検定3級に向けての練習や、基礎縫いで同じ幅でまっすぐ縫えるように練習することです。また、
提出物を忘れずにしっかり出し切ることや、先生の話をしっかり聞くこと、うまくできなくても
諦めずに最後までやり切ることを頑張っています。
将来、どんなことをしたいかはまだ決まっていませんが、授業の中で興味を持ったことや、三
和分校で学んで得た知識や技術、身に付いた力を生かせるようなことをしたいと思っています。
そのために、4年間しっかり三和分校に通い、授業を受け、楽しむことは楽しみながら、精一杯
頑張っていきたいです。

～ゆっくり、自分らしく～ （京都丹波町立瑞穂中学校出身 農業科 時安颯稀さん）

僕は、この高校を選んで良かったと思っています。失敗しても焦らず、ゆっくりと着実に学べ
る環境は、自分にとってとても学びやすく、安心して学校生活を送れる場所だと感じています。
学校生活を楽しむ気持ちを大切にしながら、毎日さまざまなことを学んでいます。 農業科で
は、講義と実習の両方を通して学びを深めています。講義では、環境が農業に与える影響や、
農業と自然環境の大切さについて学んでいます。実習では、ビニールハウスでピーマンやパプ
リカの植え替え、スナップエンドウの収穫などを行っています。 将来はまだはっきり決まって
いませんが、農業科で学んだことを生かし、独学で農業をしている父の力になれるよう、これか
らも一生懸命頑張っていきたいです。



5月1７日（土）、卓球、バドミントンの両丹予選
会が開催されました。どちらの大会も、選手たち
はこれまでの練習を信じて果敢に戦いに臨んで
いました。
結果、卓球（シングルス）もバドミントン（シング
ルス・ダブルス）も府大会への出場を決めること
ができました！

第１回『トライ』活動『全学年』

９月13日（土）、三段池公園総合体育館で定

時制通信制の総合体育大会が開催されまし
た。生徒たちはソフトバレー、バドミントン、卓
球に分かれ、精一杯力を出し切っていました。
同じチームの仲間に積極的に声をかける姿、
他校の生徒とも仲良く練習している姿が見ら
れ、スポーツを通じて人と人とのつながりを実
感できる機会となりました。

5月1日（金）、新入生歓迎として球技大会を
実施しました。学年を越えてチームを組み、声
を掛け合いながら楽しくプレーする姿が見ら
れました。体育館には笑顔と歓声があふれ、
新入生にとっても先輩たちと交流を深めるよ
い機会となりました。仲間との絆を感じる、楽
しいひとときとなりました。

「４月～５月のトピックス！」
新入生歓迎 球技大会『全学年』

ビューティフルウインドウズ活動『農業科』

『課題研究』の取組 『家政科』

4月17日（金）、農業科の生徒たちが「ビューティ
フル・ウィンドウズ活動」に参加しました。今回は、
三和こども園、JA、福知山市役所三和支所、駐在
所の皆さんと協力し、春の花の植え付けを行いま
した。力を合わせて作り上げた花壇は、色とりどり
の花が咲き、防犯に役立ってくれると思います。

5月８日（金）、今年も『トライ』が始まり

ました。『トライ』は、学年を越えた班で協

力しながら取り組む探究活動です。地域

との交流や体験活動を通して、主体性や

協働性、コミュニケーション力を育てて

います。２月に成果発表をします。

家政科４年生が課題研究に取り組んでいま

す。『どんなサイズでも対応できるカジュアル

パンツ』をテーマに研究中です。より履きや

すく、一人ひとりに合った製作方法や型紙づ

くりを目指しています。

5月16日（土）、両丹予

選会が行われ、日頃の練

習の成果を発揮しました。

バドミントンでは男子個人

優勝をはじめ多数が入賞

し、8名が府下大会へ出場。

卓球でも女子個人戦で3

位入賞するなど健闘しま

した。

定通体育大会両丹予選 バドミントン・卓球 『部活動』
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